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遊
窒
道
ぎ
幻
く
穣
っ
襲
。
ア
時
頃
夜
各
り
復

か
柔
た
舅
尋
が
髭
い
碕
＜
”
朔
紹
我
．
灘
づ
，
毎
ケ
釧
ー

鮒
堰
鄭
診
畦
繕
樒
濡
麟
襟
聴
嚇
羅

騨
擁
鱗
瀧
瓢
響
蘇
蘇
㌘
麟
ピ

（
信
読
、
彼
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
マ
イ
ぼ
し
ロ

聴
響
　
頂
二
駄
、
ラ
や
ゲ
集
さ
グ
夜
も
の
竣
．

懇
　
構
駒
碧
遷
桶
卸
篠
話
咳
峨
バ
ぼ
磁
伽
卿

駿
獣
鬼
・
羨
農
勢
瞭
¢
悪
肇

・
鹸
鳩
立
そ
フ
¢
勿
・
農
．
叫
君
駅
で
ザ
ッ
グ
≦
獺

　
　
　
　
曾
必
む
祖
め
り
先
廃
隊
四
人
（
長
雁
q

　
誌
班
　
雫
稿
、
荒
木
、
山
本
）
は
【
瞬
間
で
彫
け

　
緬
慮
磐
蟹
回
勘
褥
謬
誰
壕
硫

懇
駅
幣
捲
郡
噸
鶏
焦
寮
壬
蟹
結

解
轍
乞
な
。
兼
．

餐
看
留
囎
、
β
界
、
二
竃
濡
翻
奪
っ
滝
を
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マ
止
象
し
韮
ザ
、
す
二
函
湾
蘇
輸
グ
庫
プ
，
荘
、
〆
，

日
原
よ
り
そ
の
ま
ま
引
漣
し
た
．

3
ソ
、
、
イ
う
ウ
准
窮
癬
“
雅
項
纂
）
雇
、
才
ノ
、
、
σ
ヂ
フ
｛
～

隣
り
ゑ
と
、
そ
鳶
ゲ
レ
ン
ヂ
だ
，
鄭
食
後
り
7
ト
に

乗
・
て
御
殿
場
小
屋
へ
向
う
．
萄
妖
ハ
ラ
に
し
て

蓮
駅
．
第
ニ
ワ
フ
ト
の
衆
リ
ロ
ぞ
、
吉
西
が
κ
ヅ

ク
ー
う
と
言
う
．
歩
く
の
だ
．
伽
殿
場
小
屋
ま
で

は
、
、
k
こ
小
5
リ
フ
ト
で
約
三
本
分
あ
る
。
マ
ぱ

や
く
ペ
ッ
グ
し
て
、
ス
キ
ー
匠
ザ
ッ
グ
尺
つ
∂
る
．

ゴ
、
智
藁
．
て
お
る
と
ご
す
嬢
に
董
い
．
四
・
㎏

尽
ど
あ
・
つ
う
小
。
団
…
体
紐
表
乏
持
た
ゑ
い
女
子
か
ラ

5
折
ヨ
し
い
，
㎜
路
バ
ス
道
左
御
澱
場
小
屋
へ
向

ぞ
出
交
。
θ
・
、
も
調
子
齋
く
歩
け
る
．
だ
が
、

白
め
の
う
ぢ
ば
た
い
し
た
こ
と
為
尋
フ
た
ラ
ッ
セ

メ
メ

乃
が
、
嘱
．
し
5
な
る
こ
ろ
に
ぱ
、
遅
訳
る
者
至
て

て
さ
た
。
列
ば
ニ
フ
三
っ
に
分
断
さ
取
マ
し
試
う
。

そ
墾
老
・
過
中
で
整
え
て
、
歩
さ
続
o
る
．
・
第
ぼ

ど
非
常
に
パ
ラ
マ
い
－
た
、
農
一
局
五
喝
間
小
ゲ
フ
て
、

イ
五
靖
、
k
承
屋
に
、
歪
砲
い
た
。
メ
、
山
合
宿
亥
碧
、
五
た

朗
の
ふ
た
か
大
ハ
勢
出
迎
え
て
く
だ
さ
．
た
．
昼
一
食

後
づ
ぐ
夕
食
の
准
宅
煽
差
始
め
る
．
あ
し
た
ふ
ろ
ば

い
よ
い
よ
紋
習
開
始
た
。

う
指
禦
岨
篭
纏
霊
～
拷
嫉
旗

ゲ
レ
ン
テ
が
で
さ
る
．
一
奪
は
漠
碍
峰
、
二
塚
は

飼
得
隠
『
、
帽
の
親
切
な
指
滋
彦
∠
受
け
た
。
詔
ん
ム

メ
キ
ノ
キ
、
腕
ぎ
あ
ゲ
る
．

　
三
θ
目
、
冷
θ
ぽ
遅
液
て
凍
京
ま
出
た
4
、
ん
メ
が

兼
る
。
砧
跨
乎
木
マ
さ
ん
と
撲
本
迎
之
に
右
く
．
下

く
降
リ
ヤ
乗
石
鷺
ゼ
う
ノ
瓦
柔
の
丞
X
は
る
い
。
ど
・
・
．

　　　　　　　　癌一棄従はで’そ一　る左呼　つ降ンだ
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　十
1予五
・定臼

て

戸よ

’珍

日

1は

’釜

匁
山

牲
‘復

マL’

iあ

，　つ

た

1が』

k
黄

八
㌃
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
自
　
　
　
，
㌧
　
　
　
　
・
・
一
導
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

／
入
笠
山
　
　
　
㌧
．
擬
擁
ゾ
講
擁
旛
鴬
鰹
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麺
淋
廿
甲
を
逡
応
、
明
け
て
栗
た
、
哩
ば
、
塑
．
宗
へ
拠
6
覆
誇

均
　
　
巧
　
　
5。
砧
46
・
。
幻
　
　
　
れ
、
僅
か
に
東
方
低
く
豪
る
透
間
｛
・
議
て
い

ー
翫
　
　
5
　
　
3
匹
別
虚
㊧
　
　
　
　
た
、
真
紅
の
太
陽
の
光
も
、
す
ぐ
か
き
嵩
て
紋
た
．
、

臼
　
　
ー
　
　
～
　
　
　
　
　
　
訟
眉
よ
リ
栗
る
淋
直
嘘
轟
切
リ
、
樹
淋
乎
。
4
登
づ

珊
憐
》
継
瓢
発
嶺
盤
鵯
　
轡
灘
韓
榔
命
麓
融
濃
麟
携
る
礎

ノ
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ま
疏
κ
ば
潅
～
め
4
し
　
ト
リ
ヅ
キ
」
ソ
一
’
一
ヒ
、
イ
づ
．

ー
紹
　
　
駒
　
　
叫
3
5
吻
　
　
　
ワ
カ
ン
誇
、
、
霧
周
す
る
か
、
埼
双
で
毛
結
諾
毛
ぐ
る
。

　
　
簡
　
　
　
”
　
　
　
　
3
郭
　
μ
　
　
　
　
　
一
初
は
あ
る
た
ろ
う
。
酌
マ
表
面
の
雪
が
固
ま
フ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
か
、
静
か
に
足
ゑ
置
い
マ
t
疹
董
万
彩
す
と
、
加
　
－

参
加
老
三
鼻
人
島
二
卑
－
古
西
q
永
島
コ
リ
ー
桑
る
，
ポ
」
、
池
」
ブ
、
噺
ほ
艘
護
2
6

　
葎
東
　
譲
過
　
長
谷
川
　
早
瀬
　
7
匁
ー
左
間
　
で
も
．
も
ぐ
る
方
ろ
始
丈
兼
悪
い
。
皆
　
κ
テ
気
咲
　
｝

　
田
ロ
　
小
ロ
　
家
俣
　

帽
ー
、
量
ロ
氏
　
山
野
氏
　
で
ど
り
4
が
上
か
ら
慮
い
。
予
定
暗
刻
は
過
ぎ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌
も
減
．
マ
某
た
．
育
凡
ぎ
る
物
斗
な
い
絞
綿
て

＋
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
風
は
函
翌
交
え
、
蔽
有
ぐ
り
嘱
喫
貞
、
っ
け
る
．

　
諺
、
宮
部
堪
に
は
、
う
ま
く
拝
ス
か
あ
り
早
日
に
視
界
は
タ
碁
看
い
．
碧
が
し
ま
．
マ
ワ
カ
ン
が
挟

惹
”
た
乞
の
の
、
お
り
か
5
の
．
酌
で
轡
な
解
け
、
　
く
さ
ま
9
出
し
た
の
が
、
ま
あ
、
慰
め
で
あ
る
。
￥

謡

婿
営
に
雇
、
思
す
向
か
な
か
・
た
。
売
躬
し
マ
い
ろ
　
必
有
く
正
々
遊
く
、
分
岐
の
寿
ψ
剤
の
鞭
都
、
胡
淋
超
甲

と
ミ
ろ
に
ひ
更
ん
と
し
て
、
名
取
さ
ん
の
お
宅
に
　
の
中
に
幕
営
し
た
。
当
碧
の
入
笠
山
性
復
は
ヰ
止
し
、

看
め
て
い
た
た
0
る
事
に
’
な
・
た
。
冷
μ
疫
，
て
　
春
［
食
傍
皿
、
　
〆
タ
に
－
は
ア
イ
ゼ
ン
・
ビ
ッ
ケ
ル
の
”
探
、
作

？
ぽ
薙
聖
あ
事
た
が
、
侠
遭
全
夜
直
過
ご
乞
教
え
た
．
為
お
、
出
発
の
際
、
嘉
、
璽
、
入
毫
に
は
、

せ
た
．
見
も
勉
b
ぬ
白
分
5
N
の
親
切
に
感
諭
し
、
お
礼
9
で
紙
壼
臓
－
て
あ
Σ
．

眠
り
に
つ
く
。

’



せ
た
　
　
　
一
巨
沼
宅
　
し
タ
～
、

民
フ
こ
つ
く
。

き
　
　
圧
｝
　
〆
ノ

、
イ
’
ズ
　
，

十
五
臼

　
予
定
ゴ
ば
珍
日
は
盆
架
山
牲
後
で
あ
．
た
が
、

予
把
外
の
結
雪
巳
悪
天
に
よ
リ
、
入
鎚
山
に
切
ワ

か
え
た
．
分
岐
哲
う
は
落
竣
訟
の
中
の
淋
道
左
行

き
、
途
中
、
着
。
バ
ン
4
詮
頼
．
リ
に
薙
禾
淋
の
煮
ソ

に
は
い
る
．
函
頂
流
7
は
露
岩
で
、
風
残
＜
、
雪

ば
ぼ
と
ん
ど
召
尉
て
い
な
い
。
厳
力
苦
の
頂
ど
マ
、

展
望
亡
愈
く
、
早
々
に
下
山
す
る
、
暗
々
、
風
弱

ゴ
リ
、
ま
目
空
か
諸
尚
く
望
コ
淑
た
。
易
昊
の
曹
角
は

撫
易
磨
鵡
否
、
っ
小
の
倒
、
明
葱
動
蟹

柴
百
ぐ
あ
．
ん
　
テ
ン
ト
で
昼
食
．
撤
収
、

　
登
露
と
ぱ
別
に
、
」
麿
き
ぎ
み
に
f
ろ
。
あ
い
、
震

め
う
才
の
ラ
ッ
セ
九
に
、
！
身
の
ワ
カ
プ
・
愚
す
ぐ

は
す
れ
、
食
々
、
隊
列
が
分
散
し
た
．
殖
淋
帯
の

尋
前
で
登
路
に
女
わ
る
と
、
繭
日
の
ラ
ッ
ゼ
ル
が

ば
っ
桑
ソ
と
残
っ
て
“
た
，
侠
…
劃
に
・
高
・
度
を
下
げ

る
，
喫
に
速
い
，
淋
、
迫
の
出
含
ま
て
垂
ッ
チ
、

隊
列
直
整
え
、
老
宮
に
下
る
，
そ
こ
か
5
冨
イ
見

ま
で
、
道
澄
よ
く
身
5
す
ま
ご
つ
い
た
翁
、
不
思

、
譲
為
白
犬
に
消
町
か
れ
た
。

　
釜
烈
山
こ
矯
踏
め
為
小
っ
た
が
、
夏
い
ラ
ッ
ゼ

九
の
鉢
験
．
民
4
リ
、
充
突
し
た
山
右
ギ
あ
っ
ん
．

レ
㌣
れ
に
、
凸
右
ゆ
－
、
他
パ
ー
二
辺
イ
に
ば
冷
｛
く
ム
瓜
わ

慮
漆
フ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
護
辺
記
）

八
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、
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宿
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晴
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鰐
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肇
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嫌
耐
／
窮
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嫉
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撫
鰹
げ

板
澱
蕨
締
嫌
誘
纏
燦
礎
監
雛
製
躯
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巧
、
冠
離
撚
献
録
蘇
罫
伽
監
鮨
や
．

蔦
め
矯
御
Ψ
。
ハ
轟
融
欠
ダ
3
、
、
し
、
に
る
フ
で
の
志
、
、

糊
鱒
欝
離
鞄
解
鋤
灘
脇
壕
驚
彰

岳
屍
智
爪
へ
入
山
、
二
昌
目
瞬
、
上
訓
暑
癌
　
三
日
月
三
年



灘
擬
懸
磁
難
嚥
鍵
諺
無
離
耀
除
瀦
謬
饗
稲
徽
離
舶

を
鼠
ぎ
歪
曹
の
璽
喜
，
念
者
毛
御
ラ
辺
ぎ
馳
し
、
ア
ィ
¢
与
奪
．
，
頂
醤
孟

将
齢
勲
拶
農
御
儲
誘
羅
鷹
鐸
困
傷
の
養
耀
季
・
般
習
の
毎

榛
、
誰
、
瑞
し
難
の
瓢
赫
禦
落
繍
γ
黒
．
臨
蕎
隷
魁
憲
－
ξ
』
象
界

悪
噛
難
惟
鍵
欝
豫
幕
難
綬
俳
㌶
講
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縫
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締
鷲
か
舗
唯
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濃
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鶴
び
轡
奨
憲
葦
遷
翫
ご
、
松
験
、
鰭
爺
塵
鎚
擁
酷

ヱ
箆
も
較
電
低
の
冬
裡
ズ
多
バ
ゑ
誓
，
鳳
韻
噛
塀
転
し
、
群
麓
舞
薪
噌
が
陽
の
元
窒
、

ゲ
、
髪
蔦
・
　
　
　
．
脚
　
　
　
．
　
　
　
　
毛
山
そ
、
り
毛
の
博
人
画
飼
看
．
晒
、
ー
ぞ
塁
う
唄
醤
黎
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。
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ラ
澄
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／
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フ
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《
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ー
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六
－
・
．
動
酬
野
炉
歯
ぴ
哲
鰭
場
醤
奮
慮
プ

恕
早
琢
晴
（
象
池
　
　
譲
5
き
債
樵
が
盛
難
蹴
差
．
、
逡
．
塘

甜
、
勇
字
婆
雪
烈
ヒ
忌
収
蓄
薪
留
訪
雛
細
難
譲
鯵
靴



鷲
麟
影
晒
覇
繍
職
獅
諏
拠
惣
辮
諜
蝶
瀦
麟
騨
ピ
禰
禰

ゲ
”
蜜
5
．
、
と
一
時
肉
、
ワ
マ
ザ
隼
の
喀
に
転
付
峠
径
．
グ
プ
汐
／
ド
今
下
ぞ
脈
計
ー
て
、
｛
し
窒
リ

が
現
軽
五
、
ミ
ぞ
ぞ
度
目
の
轟
貧
零
と
・
て
、
　
痩
5
ど
千
赦
ボ
屋
の
グ
鹸
に
揖
§
。
そ
の
奪
ま
甫
屋

穴
井
凪
轟
琉
へ
丑
萄
メ
ー
ト
極

列
忽
購
下
デ
め
り
方
へ
賓
で
、
そ
の
ト
戒
方
薗
メ
ー
ド
レ
奈
ワ
の
、
ム
尚

5
，
二
斯
爪
曝
に
着
t
、
堺
≦
＆
㌣
パ
寿
ゲ
出
櫓
物
む
矯
聚
納
キ
リ
τ
ノ
ト
「
、
張
分
の
入
γ
ス

簾
糎
講
ぬ
螂
勧
弄
マ
燕
農
）
、
砥
．
諺
輝
暁
耕
翻
一
囎
翻
惣
圏

罧
鷲蜘

孫
難
鱒
離
療
購
鷺
胆
．
瑚
艦
幽
轟
欝
縢
謙
幣
繊

が
グ
厳
し
斌
罎
ソ
戻
』
責
登
ベ
ケ
を
慮
e
雷
意
窒
桜
2
見
て
瓢
㌃
驚
．
し
ば
2
婁
｝

を
食
ラ
，
奪
駅
頑
襯
も
吻
∋
＼
阜
マ
、
前
巧
隊
黒
岳
に
劉
着
，
依
然
ヒ
ー
て
履
堺
．
言
ブ
あ
ゑ
．

画
締
畑
禦
㍊
婦
弥
購
堤
蝶
槻
照
筏
惣
恥
簿
磨
姻
飾
響
惣
雑
慧
然
射
窄

形
図
湾
体
当
に
不
正
確
ブ
あ
5
。
ミ
の
＼
＼
ラ
か
グ
、
小
屋
ズ
幕
檬
ど
噛
ノ
5
。
ミ
ん
な
に
人
浴
翫
㍗
い
の
鳳
、
＼

、
＼
ぢ
り
智
．
た
，
眼
煎
の
爪
赤
石
の
ダ
解
於
樹
に

㍊
烈

潟
て
か
ヴ
、
〉
ク
ニ
プ
7
一
、
＼
フ
三
〇

穏
煙
．
民
幼
泊
陶
平
プ
昼
食
零
と
・
7
い
審
ヒ
・
葺
御



勘
斜
急
歪
櫨
参
∂
％
ミ
の
㍉
郷
躊
副
い
患
翫
素
。

、

＼
／ヅ，

な1

にチ

　ノ

ノ＼　量

　
　
　
が
コ
　
ド
び
ノ
ヒ

…
の
、
勉
い
の
ぱ
、
＼

各
け
駕
盛
，
曝
煎
訳
轟
石
ρ
照
糾
劇
に
る
．
ミ
訟
砲
港
昼
婁
㌧
マ
聡
、
象

礁

岨
気
て
炉
ク
、
ン
っ
（
ラ
7
に
入
ク
任
p
　
　
　
　
勢
ぜ
耶
石
氏
箸
か
く
ー
マ
し
ま
っ
起
、
ミ
ミ
が
ク
少

つ
八
目
ヤ
五
白
霧
験
ハ
ヱ
黛
岳
）
　
し
讐
－
蓄
向
嶺
騒
菟
に
着
く
，
轡
撫
少
民
で
も

　
起
床
二
小
賄
キ
，
了
シ
ト
の
外
竃
見
ス
篭
累
略
し
先
へ
有
で
お
い
騒
俘
。
マ
》
、
各
白
永
遠
緬
蕪
も

恥
婆
籍
群
郷
縮
馴
歎
㌶
謬
口
即
韓
囎
癖
ぽ
劇
”
髪
爵
写
抱
撫

黒
く
た
収
、
、
打
言
蓼
・
麹
時
押
毒
、
申
誹
・
一
業
、
に
鶏
鶴
・
・
り
藤
皆
罷
慎
廻
ア
隔
穀
4
昏

罷
囎
鞭
癒
影
鞍
編
魏
際
轟
搬
嘆
．
識
り
董
｛
稜
上
．
、
砥
、
ぢ
，
籔
．

健
窯
霧
刈
騰
箆
聴
膨
麟
誹
煤
．
、
麓
輸
詰
審
藤
翠
／
舷
蘇
猶
；

鰍
黎
斑
“
墾
籍
畷
翻
鱗
薩
例
顧
鷺
鱗
震
鍬
難
癩
総
驚
欝
勢
勧
衆

ぱ
－
・
逐
、
蓄
警
奪
・
鬼
、
裂
登
、
輝
ヤ
唱
広
ゑ
そ
屠
く
，
蜜
と
響
雪
仁

蘇
襟
贈
落
嘆
腔
請
騨
、
嬰
ヤ
轡
邸
備
齢
懸
蒲
鄭
尉
爆
彰
饗
抑
鴬
．
該

擾
漏民ー

て
、
又
勢
に
そ
婁
ヨ
耶
石
岳
に
目
有
＜
、
重
く
リ
プ
望
、
珂
饗
搾
章
寂
7
、
丑

壽
糎
勧
募
塾
籍
鶴
躍
幻
建
精
ざ
琳
惣
勧
．
墨
饗
醗
祭
易
．
終

・
度
の
屡
は
底
く
中
ア
広
々
福
を
、
後
に
痛
併
ぢ
ケ
，
厩
に
置
嬰
廉
マ
謀
暴
、
輿
確
目
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鳳
い
た
－
事

蒋老

》
醸
§
辱
嫁
詩
鷹
歌
ま
¢
々
。
碇
守
7
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鰯
麟
鱒
讐
縦
嘩
鵬
喉
翻
難
鯉
轍
鱗
舞
蝋
瑠
辮
醐
鄭

的
雌
歩
し
セ
9
ワ
脅
的
洲
右
フ
乞
宅
人
き
劉
寳
フ
廉
古
す
。
、
、
れ
博
壁
貞
篭
目
曽
・
▽
蚤
！
般
朗
岳
玄

蔵
頻
締
脳
巻
話
が
聡
鶴
撫
新
蕎
．
、
黛

最
近
感
じ
在
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
西
和
夫

　
、
、
の
一
隼
間
を
蕪
り
返
っ
て
升
マ
、
、
私
に
縛
残

認
華
．
贈
破
レ
な
事
が
露
、
η
、
諜
養
努
為
そ
教
博
督

の

簾
働
醤
⑩
苓
縮
し
蔓
、
、
．
、
が
毒
籟
潔

労
縁
卵
聴
濯
肋
糠
熟
難
轡
騰

め
『
に
生
P
装
蒐
マ
お
乞
脚
N
い
キ
ひ
曾
’
む
〉
で
（
で
蜘
執
〃
、
の

蘇嚇都
芝
t
て
か
け
て
旧
る
齢
洲
南
る
の
魁
博
な
u
ぞ

〔
よ
ラ
か
．

㌔鼎醜

鞭
C
簿
贈
罐
錨
難

言
7
瀞
｝
、
土
も
’
フ
一
、
．
．
フ
ず
八
を
ゑ
U
目
一
餅
、
が
あ
ヴ
売
奪
ず
も
玩
て

藍
鐸
霧
縄
騨
、
弩
協
砂
辮
芝
鍵

紺
槻
甥
鮮
騎
麟
欝
辺
梶
刃
輪
懲
舞
螺

の
ラ
参
に
ス
飛
～
ワ
の
魅
力
青
あ
溶
わ
け
プ
す
、
マ

強甥

望
狸
晒
紫
衝
轍
顧
羅
捗
鮎
勘
巌
馨
↑

協
橘
鴛
轟
磐
必
講
蔽
攣
鰹
鞍

ヒ
博
翼
鱈
ス
の
右
の
ぞ
蕩
り
、
ス
鮮
…
ヅ
一
般
毯
醤
蟹

響
財
嫌
種
讃
寵
絨
凝
桜
漏
勲

太
ゑ
擦
陳
が
生
や
き
払
。
私
は
ミ
リ
な
見
に
反
舛
し
・

は
し
ま
碧
。
当
然
習
ヒ
得
砥
ま
す
・
し
ぞ
き
飛

緩
塘
縫
儲
罷
族
鵯
穫
肇
拷
な
．

　
そ
翫
マ
博
報
、
々
の
都
b
つ
9
マ
・
考
2
て
升
憲
し
↓
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｝
一

　
隔

〆

一
甲

浦
融 ・

∫
硫
誉

ー
ぐ
母
1働

誌
叢
無
／
13

鈎
零

⊂

㊥

、
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
’
へ
）
ヲ
噛
％
ぐ
嬉

ク
碑
薦
憾
s姻

母
毒
礪

隠
幽

蕪
痩

講
譲

婦
勲

o
旦
轟
万
鎌
｝
功
蹄
・
摩

㏄
〈
嫡
痔
’
箋
轡
轄
畑

嬉
弓
導
き
一
伽
　
蘭
瀞
醇
減

漂
卿

勲
く

》
‘

甫
念

｝
ミ

）

　
　
。
鴫
唯
sぬ

、
爾
ド

r鋤
舗

曵
愚

曝
計

（
矧

鰍

塑
戦
論
羅
総

轡
曝
騎
驚
試

・
欝

耐
κ

㏄
鴛

（
駅

．
蕩

◎
ト

心
嚇

耐
鳥

に
N嶋

齢
蘭

僻
撫

齢
琶

軸
、

論
痴
ベ
ハ
ド
蟷
響
属
」

轟
楢
鑓
門
コ
郁
群
繕
9
∫
f　

r守
購

禽
秀

）
→

描
1“

！
斗
紬
嬉
㏄
伽
6愈

㌣
蝉
曝
O　

h募
も
叫

惇
傍
ん
噸
二
κ
び
補
憾
瑳
樋
舜
5
心
1
藩
謙
5
・
ぶ

織
蕪

瓢
鎌

該 鳶 壁 峨 　 　 　 　 蹄 環 べ 心

　 　 五

あ
皐

伊
・

受
姻

逗

　
　

　
希

ご
べ

坤

燃
韻

墾
　

　
　

　
　

×

　
　

　
煙

3蝋
醜

s二
e心

萬
覚

・
罰

δ
庸

斎
ぺ

・

～ ざ r

峨 二 六

硅 ． 嚇

　 8
　 禽

， 討
， q

か

蒲
外

津

騨
ほ ρ

刈



無
漣
　
　
　
、
　
　
欝
届
磐
離
端
震
鋳
掩
饗
聴

，
耐
灘
馨
☆
▽
、
鯉
一
☆
善
鷺
描
隔
票
9
功
鶏
調
繰
謬
縮

塾
箱
。
僕
琳
外
に
あ
藁
ほ
商
へ
芝
タ
め
看

．
繕
け
．
泉
へ
っ
挑
獣
讐
▽
☆
臨

槌
離
雀
撰
舶
襖
纏
網
鱗
欝
終
轡
。
奮

嚇
禦
婦
吟
慧
▽
参
乱

に
餓
箭
％
磁
認
記
焔
、
繕
噛
掘

5
．
．
そ
り
前
り
｛
焦
ナ
ー
ー
磁
犠
の
．
い
養
キ
蒙
・
藤
び
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、
な

ー
ー
に
比
．
、
轡
5
乞
．
フ
V
／
ゲ
細
に
λ
擁
二
7
毒
磐
鋤

過
去
二
年
間
の
想
出

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
明
予

。
入
部
バ
レ
ー
詐
に
傑
す
5
恐
師
酵
ぎ
り
、
ワ
ン
励

　
　
　
ル
入
郁
「
、
お
ー
ぼ
∴
れ
釜
者
は
ワ
ラ
ξ
も
う
か

　
　
　
掴
轄
、
躍
欝
肋
煮
騰
飢
灘
∵

・
－
添
を
く
翫
ズ
欺
と
泥
沼
へ
塚
鷹
2
ミ
れ
て
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ノ

①
勲
，
嘉
學
凄
走
耀
β
あ
蓬
。
　
麟
楚
黎
知
舞
矯
檸
烈
マ

聖
目
撤
雄
寒
衡
鶏
獣
い
錆
漕
鵠
補
縫
麟
嘱
謬
螺
葬
購
舞

　
　
　
　
て
食
畢
脅
汽
ン
ぎ
セ
る
．
　
　
　
　
　
　
し
い
，
け
呂
期
循
し
寒
は
掛
ぬ
れ
．
篇
人
縛

ゆ
†
幽
旦
　
弁
｛
寂
§
勇
塀
岩
．
一
誓
二
人
で
夢
魅
　
　
　
　
　
暮
な
謄
グ
養
，
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
＼

。
ス
き
馴
，
議
蝋
翻
・
憲
零
萎
ギ
、
目
％
篠
悩
欝
鰍
霧
鉾
露
璽
．

・
煮
幌
勝
難
握
姦
畿
嘱
舞
娯
財
｛
簾
外
轄
構
癬
覇
弊
君
澗
貿

　
　
　
輪
“
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宏
業
海
脚
、
畜
い
漁
蔭
フ
養
彪
で
稀
伊
玲
に
餌
§
．
万
。



Q
六
目

ニ
ヘ
ン
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ヂ
バ
　
ロ
く

餐
y
長
w
蓮
遠
毒
ε
彦
乞
摯
た
鋳
く
。

謹
蒙
馨
、
噸
ノ
輝
タ
！

，
…
、
，
酢
F
．
、
ε
．
彗
・
毛
き
、
写
－
－
き
碁
き
萎
髭
髪
農
醸
騰

　
　
雑
憾
　
　
、
　
玄
乃
菱
霧
、
疹
h
融
に
ラ
焦
鯵
難
め
に
餌
§
、
知
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
訳
叢
　
総
嘩
雛
瞑
継
離
如
瀬
脳
塑
鷺
荊
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ぬ
鷹
緩
の
竃
足
の
よ
ラ
に
穿
乏
ず
、
陽
の

泓
り
そ
そ
ぐ
循
山
芝
歩
く
の
は
聚
し
い
。
繭
耽
覇

耽
、
風
k
乏
て
、
友
ヒ
は
げ
慧
し
令
い
な
が
グ

賠
翻
融
縛
脚
解
蟹
鞭
狂
繋
蓼

誰
嘩
姦
雛
節
轡
鯉
期
轡
布
鵬
細

帳
繍
の
脅
径
け
蓄
、
績
神
の
蔭
ま
ぞ
夏
書
し
て

し
逢
フ
，
刻
一
刻
、
尊
3
博
ぐ
專
は
長
く
赤
ん
あ

型
雛
祁
樫
廃
雛
鞭
舗
鴨
饗
鐸
‘

睡
3
3
。
職
い
ワ
ゲ
ワ
、
死
に
フ
プ
げ
、
生
穿
耽

ワ
②
け
5
。
そ
欺
は
戦
h
で
南
ワ
，
綻
乞
ぐ
烹
職

矧
ブ
あ
り
、
沃
ー
て
鋭
サ
て
は
鷺
グ
な
い
戦
“
で

あ
蔭
姻
、
征
服
可
3
＝
㌧
が
勝
ラ
て
ヒ
で
乃
壌
よ

ラ
疹
飾
脚
触
い
ず
は
一
な
＜
、
　
正
し
く
賓
石
ご
フ
ミ
乞
稼
け
・

ザ
勝
ゲ
て
乞
で
窃
5
よ
ク
な
…
戦
い
ゼ
あ
3
。
｝
瞬

の
駅
光
バ
衆
遠
り
敗
此
で
協
り
、
谷
か
づ
絶
易
で

膨
づ
フ
ナ
け
て
い
奪
け
収
塗
な
タ
な
い
戦
い
マ
あ

薪
㌶
㌍
卿
瀦
　
購
藤
扇
簗
姻
醤

人
陶
と
の
勲
u
で
あ
ぎ
。
η
れ
、
瀦
牌
が
、
又
研
れ

多
，
窒
改
は
弱
い
人
曳
人
乞
の
紅
帯
－
を
ま
う
鰍
く

新
漁
に
創
蓬
マ
3
径
め
の
戦
u
で
渇
ワ
、
寛
偽
吃

禮
縫
鰯
鋤
瀦
籍
戦
醤
碧
辞
態

鵬讐

霧諮嗣準劾脇

燕
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